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ＩＰＥＰ(国際研修)を成功

させましょう 
理事長  坂本 正路 

 来年は日本に於ける第３回目のＩＰＥＰ実施

を予定しています。すでに、研修最初の部分、

日本の福祉についての講義については、同志社

大学の木原先生の協力がいただける事になって

います。また、現場研修についても幾つかの施

設に協力していただける事が決まっております。 

 ところで、前号のニュースレターでも申し上

げましたが、これを実施するためには人材と資

金が必要です。会員の皆様には出来る範囲での

プログラムへの参加協力と活動資金への寄付を

お願いいたします。私たちはかつてＣＩＰない

しＣＩＦのプログラムに参加し、沢山の学びと

経験をいたしました。今度は私たちがそれに報

いる良い機会であると思うのです。皆様のご理

解とご協力をよろしくお願いいたします。 

それから、この７月にＣＩＰＵＳＡのラケル・

カフードさんが再来日され、米軍の厚木基地で

働かれる事になりました。前回、横田基地で働

かれたときは独立記念日に私たちを招いてくだ

さった事もあります。来年の日本に於けるＩＰ

ＥＰの際にはラケルさんにも協力いただいて、

より幅広い支援体制を組むことが出来れば幸い

です。会員一同が力を合わせて来年のＩＰＥＰ

の実施に向けた準備を進めてまいりましょう。 

 

 

第３回国際交換研修（IPEP）

2020 準備会報告その① 

 

 

去る８月３１日、静岡県浜松市で、第３回ＩＰ

ＥＰ実施に向けての第１回準備会が行われ、テー

マ、期間、プログラムの骨子、参加費、申込要領

等について協議しました。以下準備会の記録です。 

 

 

日時：２０１９年８月３１日（土）13:15～15:35  

場所：浜松福祉交流センター 

出席者：坂本、梶村、浅野、上利、坂岡、以上５

名（敬称略）。 

＊準備会の協議を経て、募集要領（フライヤー）

を作成し、10 月１日国際本部へ送りました。 

間もなく(１１月１日予定)国際本部のサイトに

アップされます。 

 

■ 第３回 IPEP 今後のスケジュール 

2019 年 11 月１日 募集開始 

   国際本部サイト掲載 

2020 年 2 月末日 応募締切 

 4 月２５日（土）候補者選考会 

 4 月末日     選考会結果通知 

10 月 9 日～10 月 24 日 プログラム実施 

 

■大きな課題の一つとして、資金計画のことが挙

げられました。前回と同規模の事業を想定します

と、確実に事業費が不足します。資金調達につい

ては、いっそう会員各位のご協力を仰ぐ必要があ

ること、また、準備期間中、さらにプログラム実

施期間中の各種のボランティアについても、会員

の協力は絶対不可欠であること、等が確認されま

した。              （坂岡記） 

 

 

＜２０１９年度会費納入ご協力のお願い＞ 

 

本年度の会費の納入をお願いいたします。また、

過年度の会費が未納の会員各位には併せて納入

をお願いします。（年会費 3000 円）  

 

第３回 IPEP に向けて、ご寄付も歓迎します。 

同封の郵便振込用紙をご利用ください。 

 

郵便振替口座 番号 00270-4-54121  

加入者名 CIF ジャパン  

銀行口座   三井住友銀行 八王子支店 

(店番号 843)  (普)7815136  

口座名義 CIF ジャパン出納責任者梶村慎吾 
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（西村隆著） 

 

CIF INTERNATIONAL の動き 
CIF の活動 A.国際研修、B.国際大会、C.広報、D.組

織運営と財政管理について代表者会議（2019 年 7

月、フランス、サン・マロ）議事録をもとに報告し

ます。 

A.国際研修  2018 年の International Pro-

fessional Exchange Program 開 催 国 は

CIP/USA を含めて 19 か国、参加者は 71 名

（2017 年 77 名、2016 年 92 名）。申請者は

140 名を超えていたので、研修参加を希望する人は

多いのに約半数しか受け入れることができていな

いという課題がある。 

B.国際大会 各国から大会主催の申し出が相次いで

おり以下の大会を決定した。 

2020 年 CIF 創立 60 周年記念ワークショップ：オ

ランダ 7 月 3 日～5 日 

2021 年第 34 回国際大会：インド 

2023 年第 35 回国際大会：ドイツ 

C.広報 メール、ワールドニュース（WN）、ホーム

ページ（HP）等で情報発信している。WN は本年よ

りインターネット配信のみとし、編集は引き続きキ

プロスの会員がボランティアで引き受けた。HP の

管理は米国の業者（会員の知人）への委託検討を決

議、HP 検討ワーキンググループを立ち上げた。 

D.組織運営と財政管理 2018年末のCIF加盟国は

31 か国と１団体（CIPUSA）。コンタクトパーソン

登録国は 12 か国。会員数は 621 人。役員選挙で

は 6 人全員（フランス、オランダ、トルコ、ドイツ、

フィンランド、エストニアの会員）が再選された。

任期は 2021 年総会まで。 

 

                      再選された役員 6 人 

総会および代表者会議は年 1 回、役員会は年１～2

回開催。今後の会議は以下のとおり。2020 年代表

者会議、役員会：モロッコ 11 月、2022 年代表者

会議、役員会：イスラエル、2021 年と 2023 年は

国際大会時に開催する。 

CIF の財政はほぼ会費で賄われているが預金も取り

崩している。支出の大半はＷＮの印刷費と役員およ

び代表者の会議への出席旅費（一部自己負担）。経

費節減のためＷＮの印刷取り止めを決定し、旅費の

支出について検討を継続することとした。 

なお、CIF 本部では 2 年前に「CIF2028 年委員

会」を立ち上げ「CIF の将来のあり方」について協

議しています。各国支部にアンケートをおこない、

会員の多様な意見を集約して 2020 年～2022 年

の行動計画を代表者会議で決議しました。ニュース

レター次号で報告します。     （浅野記） 

 

 

 

『神様がくれた弱さとほほえみ』 

坂岡隆司

（1987Cleveland） 

先日、ふとした機会に、

一冊の本を読みました。

『神様がくれた弱さとほ

ほえみ－２０編の小さな

物語』（2004 年、いのち

のことば社）です。筆者

は、西村隆さん。働き盛

りの人生の最盛期に、ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）

という難病を発症。徐々に様々な力を失って行きま

すが、そうした困難の中で、だからこそ見えてきた

人生の深み、家族や周囲の人々とのあたたかいふれ

あいや小さな発見、弱さの持つ本当の意味・・など

など、ユーモアたっぷりに（これは著者の天性のセ

ンスだと思います）綴ったエッセイ集でした。 

ところで、その中に「人生の寄り道」という小見

出しのページがあり、そこに、ＣＩＰというプログ

ラムで一年間アメリカに行って研修した、というこ

とが書いてありました。それを見た瞬間、私は、ハ

ッと思い当たったのでした。そう言えば、西村隆さ

んと言う方、ＣＩＦの名簿にあったような・・。 

さっそく調べてみますと、ありました、ありまし

た！１９８９年コロンバス。さっそく、西村さんに

手紙を出しました。すぐに西村さんから返信メール

が来ました。著者の車いすにチョコンと乗っていた、

当時まだ幼かった息子さんが、何と今１９歳とのこ

と。それから、パートナーの雅代さんが、福祉の専

門家として活躍しておられ、私の仕事場（からしだ

ね館）のこともすでにご存じだったこと等々、何と

も嬉しい返信でした。・・・というわけで、皆さま、

この一冊はお勧めです、是非是非ご一読ください。

なお、本書のあとに『住めば都の不自由なしあわせ

～沈黙から生まれる豊かな対話の中で～』（2013）

が出されています。こちらもお勧めです。 

それにしても、西村さんがＣＩＰのＯＢであると

いうことで、何だか私は、（勝手ながら）さらに親し

みを覚えてしまった次第です。 

 

《編集後記》―------------------------- 

凄まじい台風と豪雨が列島を襲いました。皆さまのところ

はいかがでしたか？被災地のニュースに心が痛みます。地

球環境の危機を訴えて、スウェーデンの少女が絞り出すよ

うに訴えた言葉が耳から離れません。 
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